
　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　ツグミはシベリアで繁殖し、冬鳥として日本にやってきますのでチョット心配ですﾈ．．．．．
　スズメに次いで頻繁に庭に降り立つのは〝メジロ〟。必ず２羽でやってきて、順番に喧嘩すること
　なく、半割りにしたミカンをついばんでいます。
　　シジュウカラは朝から、まるで寒中の修験者の〝水行〟のように辺りかまわず水を飛び散らかして
〝行水〟の後〝ボケ〟の枝で入念に毛づくろいをしてから何処へか修行に出かけていきます。
　　この様子を何とかカメラに収め、NewsECOに掲載したいと思っています。

 ISO14001・9001：2015の登録証が12月13日、審査登録機関である、一般社団法人　日本品質機構　より、到着しました。

 今後はシステムをより良いものとするために、改善を重ねてゆくことが求められています。昨年、10月末に行われ外部審査では

 「News ECO」11月号でお知らせしたとおり、13件の改善の機会の指摘がありました。(詳細は審査報告書参照)

 ISO事務局では指摘を受け、マニュアル、帳票、手順書等の見直しを行ってい、2017年4月1日の改訂・発効の予定で準備を進

 めています。また、ISO書類は「解りやすく、使いやすい」ものを目指して改訂しています。

 社員の方々の、ご提案、ご意見をお寄せください。

平成 29 年 1 月（134号） 　　　　　≪ニュース・エコ≫　　　　　　　発行者 　　環境管理責任者　山本　嘉明

　2017年の干支(えと)は丁酉(ひのととり)。干支は本来十干と十二支を組み合わせ、60年を周期と

するものですが、最近は十二支だけを指して、干支と呼ぶことが多くなってきました。

　満60才を祝う還暦も本来の干支の60年周期から派生したものです。今年還暦を迎える人達が産声

を上げた1957年には、こんな出来事がありました。

　東京の人口が851万人を越えてロンドンを抜き、「世界一の大都市」となり、大阪では大型スー

パーへと展開して行く「主婦の店ダイエー」が開店し、名古屋市では日本初の地下街「名駅地下

街・サンロード」が開業しました。

　科学の分野では、日本の「南極越冬隊」が初上陸を果たし、東海村の日本原子力研究所で核分裂

が「臨界」に達し、原子力時代の幕開けと言われました。

　旧ソ連では、人工衛星スプートニク1号の打ち上げに成功し、米ソの宇宙開発競争が激しさを増

したのもこの年でした。

　丁酉年は革命の年と言われ、確かに60年前の出来事は世の中に「変革」をもたらしました。しか

し、その60年後をみてみると大型スーパーの草分けのダイエーは大型ゆえに経営に行き詰まり、原

子力開発は60年の年月を経て転換点に至り、宇宙開発をリードしたソ連は体制が変わりロシアとな

りました。

　政治、経済、テロ、移民、紛争、環境、気候・・・・・・多くの問題解決に向けて、多くの国、

組織、人々が新たな気持ちで新年のスタートをきることでしょう。

　シブヤパイピングのISO14001も2015年規格の登録証が12月に届き、新規格での本格的スタートの

年となります。ISOへの理解を深め、より良いシステムへと改善していきましょう。

　今年は良い意味での「変革の年」あって欲しいものです。

「一般社団法人 日本品質機構」のHPには、2015年版のISO 14001に取り組む際に考慮すべ

き、重要と思われるポイントを5つ示しています。

今後審査の折にはこれらのポイントを重点的に審査される可能性があります。

理解を深めておきましょう。

詳細は http://www.jqa.jp/service_list/management/iso_info/iso_network/vol27/

　　東山動物園で〝トリインフルエンザ〟が発生し、展示してある鳥類の扱いが
　　　　　　取沙汰(ﾄﾘｻﾞﾀ)されています。
　　　　　　　そんな中ですが、シブヤの裏庭でこの冬に確認できた野鳥は種類は
　　　　　　　スズメ・メジロ・シジュウカラ・ジョウビタキ♀・ツグミ・
　　　　　　ヒヨドリ・キジバトの７種類。
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